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よ
り
良
い
鳥
栖
に

　
　 

わ
く
わ
く
宣
言
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■
目
的

鳥
栖
市
で
は
、
工
業
を
中
心
と
し
た
産

業
の
立
地
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、

九
州
新
幹
線
の
開
通
に
よ
り
福
岡
都
市

圏
へ
の
通
勤
、
通
学
の
交
通
の
便
が
向

上
し
住
宅
用
地
の
需
要
が
伸
び
て
い
ま

す
が
、
市
街
化
区
域
で
は
大
規
模
な
住

宅
開
発
が
可
能
な
土
地
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
将
来
目
標
人
口
「
２
０
６

０
年
に 

７
万
５
千
人
～
７
万
７
千
人
」

を
踏
ま
え
、
人
口
増
の
受
け
皿
と
な
る

住
宅
用
地
の
適
地
調
査
及
び
確
保
手
段

の
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

■
期
間

令
和
４
年
７
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で

■
調
査
方
法

・
市
周
辺
の
地
形
や
人
口
動
態
を
調
査

し
、
将
来
目
標
人
口
を
収
容
で
き
る
住

宅
用
地
の
面
積
を
算
出
。

・
人
口
集
積
度
や
公
共
交
通
利
便
性
、

路
線
価
な
ど
、
生
活
利
便
性
に
係
る
指

標
と
災
害
リ
ス
ク
に
係
る
指
標
を
評
価
。

ま
た
、
法
規
制
条
件
や
上
下
水
道
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
の
有
無
等
を
勘
案
。

・
一
次
候
補
地
を
選
定
後
、開
発
適
性
（
接

道
な
ど
の
必
要
要
件
）
に
つ
い
て
検
証

し
、
最
終
候
補
地
６
箇
所
を
選
定
。

■
最
終
候
補
地

　

○
萱
方
町 　

約
４
．
６
ｈ
ａ 

　

○
本
鳥
栖
町 

約
１
．
０
ｈ
ａ

　

○
山
浦
町 　

約
１
．
８
ｈ
ａ

　

○
原
古
賀
町 

約
１
．
１
ｈ
ａ

　

●
山
浦
町 　

約
１
．
６
ｈ
ａ

　

●
神
辺
町 　

約
６
．
８
ｈ
ａ

○
市
街
化
区
域
で
は
約
８
．
５
ｈ
ａ
、

●
市
街
化
調
整
区
域
で
は
約
８
．
４
ｈ
ａ
、

約
６
０
０
世
帯
（
約
１
４
４
０
人
）
の
受

け
皿
を
確
保
で
き
る
見
込
み
で
す
。

■
備
考

今
後
、「
地
区
計
画
」
の
候
補
地
を
検
討

す
る
際
に
活
用
。

住
宅
用
地
検
討
調
査
業
務
（
昨
年
度
か
ら
の
継
続
）　

　
　

萱
方
町
・
神
辺
町
な
ど　

最
終
候
補
地
６
箇
所
を
選
定

令和５年６月定例会令和５年６月定例会
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【
西
依
（
質
問
）】

■
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
不
登
校
対
策

に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　【
教
育
長
（
答
弁
）】

■
不
登
校
と
い
う
だ
け
で
問
題
行
動
で

あ
る
と
受
け
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
、
ま
た
児
童
生
徒
の
意
思
を
十
分
に

尊
重
し
、
狭
義
の
学
校
復
帰
を
目
的
と

せ
ず
、
児
童
生
徒
の
学
習
す
る
権
利
を

保
障
し
、
個
に
応
じ
た
社
会
的
自
立
に

向
け
、
幅
広
い
支
援
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
支
援
の
有
効
な
場
と
な
る
よ
う
、
周

辺
を
含
め
た
施
設
環
境
を
生
か
し
た
活

動
を
広
げ
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
学
び
の

場
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
様
々
な
支
援
を

【主な歳出】

低所得世帯支援給付金給付事業 　2 億 2999 万円 

プレミアム付商品券発行事業　　 1 億 2730 万円

田代大官町・萱方線等道路事業  　8450 万円 

飯田・酒井東線等道路事業 　　　 1 億 1200 万円

飯田・水屋線等道路事業　 　　　　　9800 万円

道路改良事業（加藤田町入口）　　　　3100 万円

道路維持・舗装費 　　　　　　　 １億 700 万円

５０戸連たん区域指定事業（今町）　 　370 万円

鳥栖駅周辺整備事業（調査経費）　　　 719 万円 

公園施設長寿命化事業　　　　 　3 億 2170 万円

旭小学校大規模改造事業　 　　　　　3030 万円

基里中学校大規模改造事業 　　　　　 950 万円

放課後児童クラブ整備事業　 　　1 億 3166 万円

歴史・文化交流発信施設整備事業　　 3300 万円

※

令
和
５
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
１

日
に
開
会
予
定
で
、
一
般
質
問
は
９
月

８
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
議
会

傍
聴
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を

ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

公
式
Ｈ
Ｐ
に
は
、
過
去

の
一
般
質
問
や
重
点
政

策
な
ど
を
載
せ
て
い
ま

す
。

プレミアム付商品券発行事業（第３弾）プレミアム付商品券発行事業（第３弾）プレミアム付商品券発行事業（第３弾）

【
西
依
（
質
問
）】

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の

解
消
は
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な

目
標
を
も
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

【
教
育
部
長
（
答
弁
）】

■
本
市
に
お
け
る
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
状
況
は
、
令
和
５
年
５
月
１
日
現

在
で
、
待
機
児
童
が
通
年
６
５
名
、
長

期
の
み
利
用
７
４
名
、
合
計
１
３
９
名
、

発
生
し
、
鳥
栖
小
、
鳥
栖
北
小
、
麓
小

の
な
か
よ
し
会
に
お
い
て
は
、
通
年
の

小
学
３
年
生
が
待
機
に
な
る
な
ど
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
需
要

は
、
当
面
、
現
在
と
同
等
ま
た
は
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
本

年
度
、
鳥
栖
北
小
な
か
よ
し
会
Ｂ
Ｃ
、

鳥
栖
小
な
か
よ
し
会
Ｂ
Ｃ
、
麓
小
な
か

よ
し
会
Ｂ
Ｃ
ク
ラ
ス
の
建
設
を
行
い
、

ま
ず
は
小
学
３
年
生
ま
で
が
入
会
で
き

る
よ
う
な
施
設
の
確
保
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
西
依
（
提
案
）】

■
目
指
す
姿…

子
ど
も
た
ち
に
安
全
で

　
　
　
　
　
　

豊
か
な
放
課
後
を

●
令
和
５
年
度
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

施
設
の
確
保
と
待
遇
改
善
に
よ
る
指
導

【
西
依
（
質
問
）】

■
市
議
会
で
も
政
策
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
協
議

す
る
動
き
が
あ
る
。
市
長
公
約
の
「
高

齢
者
の
移
動
手
段
確
保
に
取
り
組
む
。」

で
は
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
ミ
ニ
バ
ス

の
増
便
（
台
数
増
・
毎
日
運
行
）
な
ど

も
検
討
さ
れ
る
の
か
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■「
バ
ス
路
線
の
再
編
や
ミ
ニ
バ
ス
の
増

便
な
ど
も
検
討
さ
れ
る
の
か
。」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
域
公

共
交
通
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
検
討
し
て
い

く
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ミ
ニ
バ
ス
の
増
便
で
毎
日
運
航
を

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

　

安
全
で
豊
か
な
放
課
後
と
は

鳥
栖
市
の
不
登
校
対
策

員
の
確
保
す
る
。
鳥
栖
市
の
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
の
放
課
後
の
在
り
方
を
検

討
す
る
。

●
令
和
６
年
度
、
放
課
後
子
ど
も
広
場

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
れ
な
か
っ
た

児
童
が
登
録
）
を
各
小
学
校
で
開
設
す

る
た
め
の
検
討
、
小
学
校
、
地
域
と
の

協
議
。

●
令
和
７
年
度
、
放
課
後
子
ど
も
広
場

（
わ
く
わ
く
広
場
）
を
待
機
児
童
が
多
い

小
学
校
で
開
設
す
る
。

　

※

わ
く
わ
く
広
場
と
は

　

・
児
童
の
遊
び
の
時
間
や
自
主
学
習

　

（
宿
題
）
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
一
緒

　

に
過
ご
す
。

　

・
小
学
校
の
空
き
教
室
で
、
入
室
児

　

童
を
保
護
者
等
が
迎
え
に
来
る
時
間

　

ま
で
安
全
に
見
守
る
。

●
令
和
８
年
度
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
に
な
る
。

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討

神辺町約 6.8ha の写真（柚比町側から撮影）
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東
口
設
置
は
可
能
な
の
か

６
月
議
会
一
般
質
問

施
に
向
け
、
検
討
委
員
会
開
催
等
に
必

要
な
経
費
を
提
案
し
て
お
り
、
ま
ず
は
、

鳥
栖
駅
東
口
設
置
な
ど
の
実
現
可
能
性

に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
検
証
の
中
で
、
今
後
の
進

め
方
等
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
行
く
こ

と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■
議
員
ご
提
案
の
「
線
引
き
廃
止
」
も

見
直
し
の
方
法
の
ひ
と
つ
に
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
ま
ず
は
、
地
区
計
画
制
度
の

運
用
に
よ
り
、
効
果
的
な
土
地
利
用
が

図
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
状
況
を
注
視
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
市
街
化
調
整
区
域
に
お

け
る
地
区
計
画
制
度
の
運
用
を
開
始
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
拠
点
性

の
高
い
場
所
に
限
定
し
て
開
発
を
誘
導

す
る
も
の
で
、
無
秩
序
な
開
発
と
な
ら

な
い
よ
う
、
開
発
の
区
域
や
規
模
、
建

築
物
の
用
途
や
形
態
な
ど
を
運
用
基
準

で
定
め
て
お
り
、
計
画
的
な
土
地
利
用

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
目
標
を

持
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

任
期
中
に
、
ど
こ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に

見
直
す
の
か
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■
都
市
計
画
の
見
直
し
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
区
計
画
制
度
の
運
用
状
況
を
注

視
し
、
土
地
利
用
状
況
を
勘
案
し
た
上

で
、
必
要
に
応
じ
検
討
す
べ
き
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
庁
内
に
お
い
て
検
討
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
を
大
幅
に
見
直
す
と
は

線
引
き
は
廃
止
す
る
の
か

市
長
選
公
約
に
つ
い
て

【
西
依
（
質
問
）】

■
公
約
「
住
宅
地
や
企
業
誘
致
の
用
地

確
保
の
た
め
都
市
計
画
を
大
幅
に
見
直

す
。」
に
つ
い
て
、
鳥
栖
市
は
こ
れ
ま
で
、

「
線
引
き
廃
止
」
に
つ
い
て
は
、
否
定
的

で
あ
っ
た
。

　

向
門
市
長
の
人
口
１
０
万
人
構
想
に

は
、
線
引
き
廃
止
は
有
効
な
手
段
と
思

う
が
、
市
長
の
見
解
は
。

国

・
県
に
要
望
す
る
だ
け
で
は
進
ま
な
い

【
西
依
（
質
問
）】

■
公
約
「
新
鳥
栖
駅
東
側
整
備
と
山
浦

Ｉ
Ｃ
設
置
を
進
め
る
。」
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
（
仮
称
）
山
浦
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）
が
設
置
で

き
な
か
っ
た
理
由
を
市
長
は
ど
う
分
析

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
要
望
以
外

に
鳥
栖
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■
本
市
は
、
高
速
道
路
や
幹
線
道
路
な

ど
が
結
節
す
る
「
交
通
の
要
衝
」
と
し

て
発
展
を
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
、

広
域
的
な
人
や
物
の
交
流
拠
点
と
し
て

の
重
要
度
が
増
し
て
く
る
こ
と
を
考
え

ま
す
と
、
高
速
道
路
を
最
大
限
に
活
か

し
た
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
時
点
に
お
き
ま
し
て
、「
山
浦
Ｓ
Ｉ

Ｃ
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、Ｓ
Ｉ
Ｃ
を
設
置

す
る
た
め
に
必
要
な
、「
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
」
や
「
土
地
利
用
構
想
」
等
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
公
約
「
渋
滞
緩
和
対
策
を
促
進
す
る
。」

に
つ
い
て
、「
い
つ
ま
で
に
」「
ど
の
よ

う
な
目
標
を
持
っ
て
」「
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
」
の
か
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
公
約
「
鳥
栖
駅
周
辺
整
備
に
向
け
、

東
口
の
設
置
や
東
西
道
路
の
連
携
な
ど

に
取
り
組
む
。」
に
つ
い
て
、
東
口
設
置

は
、
こ
れ
ま
で
も
鳥
栖
市
と
し
て
要
望

し
て
き
た
が
、
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ

を
踏
ま
え
、
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■
鳥
栖
駅
周
辺
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
施
策
で
、
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
短
期
・
中
期
・
長

期
の
施
策
に
分
け
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
短
期
施
策
と
し
ま
し
て
は
、
利

便
性
向
上
等
の
た
め
、
ま
ず
は
鳥
栖
駅

東
口
設
置
な
ど
の
実
現
可
能
性
に
つ
い

て
検
証
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
連
続
立
体
交
差
化
を
残
し
た
ま
ま
で

可
能
な
、
東
西
道
路
の
連
携
と
は
。
こ

の
ま
ま
で
は
何
十
年
も
高
橋
は
手
付
か

ず
の
状
態
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
い
い

の
か
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■
鳥
栖
駅
周
辺
の
東
西
道
路
の
連
携
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
に
お
け
る
長
年

の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
非
常
に
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
鳥
栖
駅
周
辺
の
整
備
手

法
に
影
響
さ
れ
る
た
め
、
簡
単
に
は
解

決
で
き
な
い
難
し
い
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
県
道
鳥
栖
停
車
場
曽
根
崎

線
の
高
橋
（
下
の
写
真
）
に
お
け
る
交

通
混
雑
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
里
地
区

か
ら
の
ご
要
望
も
あ
り
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
関
係
す
る
皆

様
と
し
っ
か
り
議
論
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
目
標
を

持
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■
鳥
栖
駅
周
辺
の
短
期
的
な
施
策
の
実

【
市
長
（
答
弁
）】

■「
国
道
」、「
県
道
」、及
び
「
市
道
」
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
生
活
す
る
上
で
、
密

接
に
関
連
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
や
県
に
対
し
ま
し
て

は
、
現
在
、
事
業
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
道
路
整
備
の
早
期
完
成
、
ま
た

計
画
未
策
定
路
線
の
早
期
計
画
の
策
定

な
ど
、
様
々
な
機
会
を
と
お
し
て
、
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
幹
線
道
路
等
の

混
雑
緩
和
に
向
け
て
は
、
国
・
県
・
市

の
協
力
が
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
西
依
（
提
案
）】

■
山
浦
Ｓ
Ｉ
Ｃ
設
置
と
渋
滞
緩
和
対
策

の
た
め
に
鳥
栖
市
が
で
き
る
こ
と
は
、

ま
ず
は
、
山
浦
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
必
要
性
を
高

め
る
た
め
に
麓
東
部
地
区
を
産
業
団
地

の
候
補
地
と
し
、
市
道
の
整
備
も
検
討

す
る
。

　

ま
た
江
島
南
部
産
業
団
地
な
ど
も
、

候
補
地
と
し
、
企
業
誘
致
の
用
地
確
保

し
、
そ
こ
に
渋
滞
緩
和
対
策
と
し
て
も

高
架
の
あ
る
市
道
の
整
備
を
進
め
る
と

い
っ
た
方
針
を
描
い
た
鳥
栖
市
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

国
や
県
に
要
望
す
る
だ
け
で
、
鳥
栖

市
が
何
も
し
な
け
れ
ば
、
一
向
に
進
み

ま
せ
ん
。
産
業
団
地
と
道
路
整
備
を

セ
ッ
ト
に
し
た
開
発
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鳥
栖
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

アサヒ
ビール

小郡
鳥栖南
SIC

基里
産業団地

鳥栖市

江島
南部

轟木
南部

麓東部
産業団地山浦

SIC
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県道鳥栖停車場曽根崎線の高橋

連
続
立
体
交
差
化
は
残
す
の
か


